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要約 
	
 本研究では、鳥類における主要組織適合遺伝子複合体領域 (MHC)のゲノム構造の多
様性を把握し、最近の病原抵抗性に関する研究にデータを供給するため、中国産ガチョ

ウの一種（Z-goose）のMHC classⅡの多型性を初めて調べた。制限酵素処理断片にお
ける多型性データ中にただ一つの明らかなバンドを伴って、異なる遺伝子座に由来する

であろう８種の対立遺伝子が６匹の異なるガチョウから見つかった。この領域では、異

型置換（dN）の数は同型置換（dS）の数よりも多く、ストップコドンやフレームシフ
ト変異が見つからなかったことから、バランスセレクションが働いており、偽遺伝子も

存在しないことが示された。加えて、６匹のガチョウから５種の異なる長さの MHC 
classⅡ長鎖(およそ 1162bp)を得ることに成功し、intron1の長さはニワトリやその他の
鳥類よりも長く、intron2の長さは同じくらいであることがわかった。この多型性によ
って作られる系統樹の枝分かれは進化の過程の道筋と合致していた。 


